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Agarose gel 전기영동

Cloning실험에서 DNA의 검출과 정량은 빼놓을 수 없는 과정이다. 그 중에서도 agarose gel 전기영동에 의한 DNA 검출은 가장 보편적인 방법이다. 

본 고에서는 agarsoe gel 제작을 중심으로 소개하고자 한다.

Cloning

[실험방법]

1. Agarose gel의 제작 (1% gel, 150 ㎖ 제작)

① Agarose 분말을 1.5 g 덜어낸다.

②  적절한 크기의 용기에*1 실온 또는 냉각한 buffer*2 150㎖을 흔들어

주면서 agarose 분말을 넣는다. (용기 전체의 중량을 기록해 둔다.) 

③  랩을 덮은 후 증기가 나갈 구멍을 뚫고, 전자레인지에서 가열한다. 

때때로 전자레인지에서 꺼내어 가볍게 흔들어 주기를 반복하면서 완

전하게 용해한다*3

④  가열 종료 후 전자레인지에서 꺼내어 천천히 흔들면서 거품을 제거

한다(필요에 따라 다시 중량을 재고, 따뜻한 증류수를 더해서 증발

한 수분을 보충한다).

⑤  실온에서 50∼60℃까지 서서히 식힌 후, gel tray에 용액을 붓고 

tip 등으로 거품 제거하고, comb을 꽂은 후 굳힌다. 

⑥  Comb을 제거한 후 전기영동조로 옮긴다(바로 사용하지 않을 경우 

buffer를 채워 냉장고에서 보관한다).

2. 전기영동을 위한 샘플 준비

•• 전기영동을 위해 샘플용액의 1/10의 10×Loading Buffer를 첨가

한 후 잘 혼합한다. DNA 분자량 마커도 이와 같이 준비한다.

•• Gel의 well에 샘플 용액을 loading 한다.

3. 전기영동

전기영동 장치를 이용하여 전기영동을 시작한다. 전류의 방향에 주의

한다 (전기영동 상류측(agarose gel well 방향)이 음극(-), 하류측에 

양극(+)을 세팅한다). 적당하게 분리한 시점에서 전기영동을 멈춘다.

4. Agarose gel의 염색

전기영동 후 agarose gel을 EtBr, Gelstar solution(Code 50535)

SYBR GreenI 등의 형광염색액으로 염색한다.

   체크 포인트

*11 유리 삼각 플라스크를 추천하며, 2~5배 큰 용량의 플라스크를 사용하면 끓어 올라 

용액이 넘치는 것을 방지할 수 있다. 3% 이상의 고농도 gel을 조제할 때는 한층 더 

큰 용기를 사용할 것을 추천한다.

*21 3 %이상의 고농도 gel을 조제할 때 agarose 입자가 buffer에 퍼지기 어려운 경우

가 있다. 이때 미리 buffer를 얼음에서 10분 정도 냉각해 두면 agarose 입자가 분

산하기 쉬워진다.

*31 전자레인지로 가열하면 용기 전체가 과열되어 격렬하게 끓기 때문에 안전을 위해 

주의가 필요하다. 또 화상을 막기 위해서 holder나 단열성 장갑을 사용하는 것이 

바람직하다.

Agarose의 종류와 농도 선택

분리하고 싶은 범위 Gel 농도 사용하는 agarose

500 bp 미만 3% NuSieve 3:1 등

500 ~ 5,000 bp 1% 
Agarose L03, SeaKem LE 등

5,000 bp 이상 0.7% 

<DNA 분자량 마커 전기영동 사진>

 

① 100 bp DNA Ladder （3% NuSieve 3:1）
② 1 kb DNA Ladder 　 （1% Agarose L03）

③ λ-Hind lll digest      （1.5% SeaKem GTG）

[관련제품 리스트]

구 분 Code 제품명 용량

Agarose
 5003 Agarose L03 「TAKARA」 100 g

 50090 NuSieve 3:1 Agarose＊1 125 g

 50004 Seakem LE Agarose＊1 500 g

전기영동 buffer 50844 AccuGENE 10X TAE ( Tris-Acetate-EDTA ) Buffer＊1 1 L

전기영동 장치 AD110 Mupid-2plus＊2 1 set

분자량 마커

 3422A 100 bp DNA Ladder（Dye Plus） 500 ㎕ (100 회)

 3426A 1 kb DNA Ladder（Dye Plus） 500 ㎕ (100 회)

 3403 λ-Hind III digest 100 μg

*1 : Lonza사의 제품이다. 　　*2 : Advance사의 제품이다.

Hot Start PCR : Licensed under U.S. Patent No. 5,338,671 and 5,587,287 and corresponding patents in other countries.
In-Fusion Cloning Products : This product is covered by U.S. Patent No. 7,575,860 and European Patent No. EP1741787. 
その他のライセンス（最新のライセンス情報）に関しては弊社ウェブサイトにてご確認ください。
本パンフレットに記載されている商品名等は、特に記載はなくても各社の商標、または登録商標です。
・本パンフレットで紹介した製品はすべて研究用として販売しております。ヒト、動物への医療、臨床診断用には使用しないようご注意ください。また、食品、化粧品、家庭用品等として使用しないでください。
・タカラバイオの承認を得ずに製品の再販・譲渡、再販・譲渡のための改変、商用製品の製造に使用することは禁止されています。
・本パンフレット記載の価格は2011年7月1日現在の希望小売価格です。価格に消費税は含まれておりません。

2011年7月作成30K

東日本販売課 TEL 03-3271-8553 FAX 03-3271-7282
西日本販売課 TEL 077-543-7297 FAX 077-543-7293

TaKaRa テクニカルサポートライン
製品の技術的なご質問に専門の係がお応えします。
TEL 077-543-6116　FAX 077-543-1977
タカラバイオウェブサイト http://www.takara-bio.co.jp
クロンテックウェブサイト http://clontech.takara-bio.co.jp

取扱店

アガロースゲル電気泳動
クローニング実験において、DNAの検出、定量は欠くことのでき
ない操作です。その中でもアガロースゲル電気泳動によるDNA
検出は日常的におこなわれる手法です。ここではアガロースゲル
作製を中心に紹介します。

操作方法の概要

１．アガロースゲルの作製　
（1%ゲル、150 ml作製の場合）

【関連製品リスト】
製品名

Agarose L03 「TAKARA」 

NuSieveTM 3:1 Agarose＊1 

AccuGENETM 10 × TAE（Tris-Acetate-EDTA） Buffer＊1  

Mupid®-2plus＊2 　　　 

100 bp DNA Ladder（Dye Plus）

1 kb DNA Ladder（Dye Plus）

λ-Hind III digest

Mupid®-Scope WD 

容量

100 g

125 g

1 L

一式

500 μl（100回） 

500 μl（100回） 

  100 μg  

一式

　

アガロース 

泳動バッファー

電気泳動装置 

分子量マーカー 

ゲル撮影装置 

製品コード

5003

50090

50844

M-2P

3422A

3426A

3403

MS-WD

価格（税別）

¥17,000

¥62,700

¥8,500

¥40,762

¥19,000

¥13,000

¥8,500

¥340,953

①アガロース粉末を1.5 g量り取る。
②適切な大きさの容器中＊1で、室温または冷却したバッファー＊2150 mlを攪袢
しながらアガロース粉末を加える。（容器全体の重量を量って記録しておく。）
③ラップで覆った後蒸気抜きの穴を開け、電子レンジにセットし加熱する。
時 と々めて攪袢し、完全に溶解する＊3。

④加熱終了後電子レンジから出し、静かに攪袢して均一にし泡を取り除く。
（必要に応じて再び重量を量り、温めた蒸留水を加えて蒸発した水分を補う。）
⑤溶液を室温に置いて50～60℃まで冷却し、コームをセットしたゲルトレイ
に流し入れる。 ピペットチップなどで泡を取り除き、冷やし固める。
⑥適量のバッファーを重層後コームを外し、泳動槽に移す。（すぐに使用
しない場合は、バッファーを満たした容器に入れ冷暗所保存する。）

２．電気泳動サンプルの準備
泳動サンプル溶液に1/10量の10 × Loading Bufferを加えてよく混合
する。DNA分子量マーカーも同様に準備する。
ゲルのウェルにサンプル溶液をアプライする。

泳動装置（パワーサプライ）のスイッチを入れて電気泳動を開始する。電流
の向きに注意する（泳動上流側に陰極、下流側に陽極をセットする）。適度
に分離した時点でスイッチを切る。

３．電気泳動

泳動後のゲルをエチジウムブロマイド（EtBr）、SYBR® Green Iなどの染色液
に浸す。

４．ゲルの染色

＊1 三角フラスコでもよいが、溶液の2～5倍容量のビーカーを使うことで
突沸を防止できる。3%以上の高濃度ゲルを調製するときは、さらに
大きな容器を使うことをお勧めする。

＊2 3%以上の高濃度ゲルを調製する際アガロース粒子がバッファーに
分散しにくい場合があるが、あらかじめバッファーを氷上で10分間ほど
冷却しておくと分散しやすくなる。

＊3 電子レンジで加熱する際は、容器全体が過熱し激しく沸騰することが
あるので充分に注意が必要である。また、火傷を防ぐためにholderや
断熱性手袋を使用することが望ましい。 

〈アガロースの種類と濃度の選択〉

〈DNA分子量マーカーの泳動図〉

分離したい範囲  

500 bp未満 

500～5,000 bp 

5,000 bp以上 

ゲル濃度

3%

1%

0.7%

使用するアガロース

NuSieveTM 3:1 など

Agarose L03 など

★ライゲーションの基本から
　　　　　　　　　　　　　ディレクショナルクローニングまで★

クローニング実験ハンドブック

クローニング実験（操作の流れ）　　　　　　     　 
  ・ 制限酵素／ライゲーションクローニング 3ページ
  ・ TAクローニング 5ページ
  ・ In-Fusion クローニング 7ページ
cDNA合成 9ページ
核酸精製  10ページ
アガロースゲル電気泳動 11ページ
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①100 bp DNA Ladder
　（3% NuSieve 3:1）

②1 kb DNA Ladder
　（1% Agarose L03）

③λ-Hind lll digest
　（1.5% SeaKem GTG）

＊1 ： Lonza社の製品です。　　＊2 ： アドバンス社の製品です。




